
パネルディスカッション事例報告

〒520-0807滋賀県大津市松本1-2-1 大津合同庁舎6階
TEL：077-510-3585　FAX：077-510-3586　Email：sgpn@oregano.ocn.ne.jp

お問合せ・
お申込先

※参加希望の方は裏面「申込書」にてお申込みください。

世界各国の行政や企業に急速に浸透しつつある
サーキュラーエコノミー(循環経済)。その経済規模
は2030年までに4.5兆ドルに上るとも言われていま
す。その世界的な動きについて、脱プラスチック、バ
イオマス・プラスチックの状況と共に企業事例を交
えて解説し、SDGsと企業活動を循環経済の視点か
ら議論します。
全国から環境ビジネスが集う「びわ湖環境ビジネ
スメッセ」ご来場と合わせて、ぜひご参加ください。

循環経済と
new plastics economy
～循環ビジネスとSDGs～

同志社大学　名誉教授　郡嶌 孝 氏
【プロフィール】1947年福岡県生まれ。同
志社大学大学院経済学研究科博士課程
修了。
同志社大学経済学部助手、講師、助教授
を経て、84年から同学部教授。94年から96
年経済学部長。環境保全的な経済発展や
リサイクル時代のごみ行政のあり方など、
地球環境問題を経済学の立場から追求す
るとともに生活に密着した身近な視点で
提案を続ける。

【プロフィール】1975年京都府亀岡市生ま
れ。現在、大阪商業大学公共学部准教授。
近年深刻な問題となっている海や川のプラ
スチック汚染について、内陸部からのごみ
の発生抑制の観点から取り組むとともに、
京都・保津川をフィールドに筏流しの復活
や天然鮎の復活、内水面漁業の振興など川
の文化の再生と伝承に取り組んでいる。

スターバックスの使い捨てプラスチック削減と
資源循環の取り組みについて
スターバックス コーヒー ジャパン株式会社　
サプライチェーン本部 購買部 
エシカルソーシング・サステナビリティチーム　
チームマネジャー　　普川 玲 氏

コーディネーター：京都産業大学　経営学部　
　　　　　　　　　　　准教授　宮永 健太郎 氏

パネリストに郡嶌孝氏、原田禎夫氏、普川玲氏に
ご登壇いただき、ディスカッションします。

SDGsと企業活動を資源循環から考える

未来のために知っておきたい、
海とプラスチックの話

大阪商業大学 公共学部 准教授
プロジェクト保津川 代表　原田 禎夫 氏

グリーン経済フォーラム2019
びわ湖環境ビジネスメッセ２０１９　主催セミナー

主催：びわ湖環境ビジネスメッセ実行委員会・一般社団法人滋賀グリーン活動ネットワーク（ＳＧＮ）
後援：滋賀県・滋賀県温暖化防止活動推進センター（いずれも予定）

10月17日
木

午後１時３０分～午後４時３０分
（受付：午後１時１０分～）

開催日

長浜バイオ大学 命江館２階 大講義室１
◆ＪＲ田村駅より徒歩3分　
◆ビジネスメッセ会場（長浜バイオ大学ドーム）より徒歩10分

会　場

200人（申込先着順）定　員

申込締切　 2019年10月14日（火）

※詳しくは裏面の地図をご覧ください。

入場無料

サスティナブルな

　　　　未来のビジョン
～循環経済とプラスチックの行方～

申込締切　 2019年10月14日（火）

講演
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サーキュラーエコノミー

サスティナブルな

　　　　未来のビジョン

グリーン経済フォーラム2019

サスティナブルな

　　　　未来のビジョン




